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（2）葉を食べる野菜

葉菜類のポイントはトウ立ちさせないこと
です。花芽がつくと花芽に養分が回って、
葉に回る養分がストップしてしまうので、
葉が硬くなったり、本来の大きさにならな
かったり、色が悪くなったり、味が極端に
悪くなってしまいます。

ある程度大きくなってから寒さを感じる

寒くてもへっちゃら

こっちのほうが
播きどきに
幅があるんだな

水はけが悪く地下水位が高いと又根になる。根の
直下に異物（れき、有機物、肥料）があるときも又
根になる。十分な耕起と高ウネが最良の解決策

ハクサイも
トウ立ち

トウ（花茎）を立たせない

早播きしすぎたかな？

ホウレンソウも
トウ立ち

トウ立ちには大きく2つのタイプがある
主にアブラナ科の葉菜類は、冬の低温にあたると花芽分化スイッチが入り、その後、春の高温と長
日でトウ立ちスイッチが入りトウが立ちます。この低温センサーが働くタイミングの違いによって
「シードバーナリタイプ」（種子春化型）と「グリーンプラントバーナリタイプ」（緑植物春化型）2つの
タイプに分かれます。

タネの頃から寒さを感じる

低
温

高
温
・
長
日

寒いよ
ー

播いてすぐから
気が抜けないな。べたがけ
トンネルをかけてあげよう

ハクサイ、チンゲンサイ、コマツナなど
（ダイコン、カブ）

キャベツ、ブロッコリー、カリフラワーなど
（ネギ、ゴボウ、ニンジン、タマネギ）

シードバーナリタイプ
タネを播いた直後から低温センサーが働くので、タネ
播きから収穫まで一時も気が抜けない。タネ播きか
ら収穫まで、あるいは温度が上昇するまでトンネルや
不織布をかけっぱなしにするとトウ立ちを回避できる

グリーンプラントバーナリタイプ
タネ播きしても、ある程度生長しないと低温セン
サーが働かない。ある一定の大きさ以下で冬越しす
れば、春のトウ立ちを回避できる。低温を感じる苗
の大きさは野菜や品種によって多種多様。早生系ほ
ど大きな状態で冬越しさせ、晩生系ほど小さな状
態で冬越しさせる例外

レタスは高温で花芽分化とトウ立ちが進む。ホウレ
ンソウはタネ播きしたあと15 ～ 30日で花芽分化し、
長日でトウ立ちが進む

（3）根を食べる野菜
根を一発で完成させる
根菜は肥大した直根を食べる野菜です。直根がタテに伸びてから横に肥大するので、直根が正常に
まっすぐ伸びたかどうかが勝負です。生長中の直根の異常は、一度発生したら治りません。

タテに伸び
るから

横に太るの
か…

直根が決め
手なんだ

又根

トウ立ちさせない
根菜類の栽培ポイントもトウ立ちさせないこと。トウ立ちさせると根へ回る養分が足りないので、根
が硬くなってしまいます。トウ立ちは低温による花芽分化と春の気温上昇と長日で起こります。トウ
立ちさせないためには、トウ立ちまでに肥大を終えるか、トウ立ちセンサーが働かないようにタネを
播く時期を選ぶかの二者択一です。

秋播きが
ベストシーズン

秋播きが
ベストシーズン

春播きは
マイナーシーズン

冬・春播きは
マイナーシーズン

お盆過ぎから秋彼
岸までなら露地で
トウ立ちの心配も
ありません

トウ立ちの遅い
品種を選びます
（119ページ）

6～ 8月播きなら
低温になる前に生
長するのでトウ立
ちしません。播き
どきに融通が利き
ます

11〜 2月播きは
トウ立ちしやすい
ので品種が限定
されます。被覆も
必要です（115ペー
ジ）

ダイコン、カブなどは
シードバーナリタイプ

ニンジン、ゴボウなどは
グリーンプラントバーナリタイプ

花芽分化
スイッチON

トウ立ち
スイッチON



22 23

（3）上手な石灰のやり方
消石灰、苦土石灰、有機石灰を使い分ける
石灰はいろいろな種類がありますが、どんな石灰をいつ使えばいいのか、よく質問されます。

石灰は酸度を調整し、
カルシウムを補給してくれる

消石灰は一週間前、
苦土石灰は数日以上前、
有機石灰は直前でOK

ホウレンソウが
黄色くなってき
た…

ハクサイの
芯が黒い…

消石灰

タネ播き・
作付け

1週間前までに散布

苦土
石灰

数日
以上前

タネ播き・
作付け

有機
石灰

ホウレンソウの最適pHは7.3 ～ 8.2。日本の土は酸
性になりやすいので、ホウレンソウをつくるときに
は毎作石灰が必要。ハクサイを切ったときに芯が黒
ずんでいるのは芯腐れ症。カルシウム欠乏で起こる。
乾燥によって引き起こされることも多い

空気に触れると二酸化炭素を吸収して、炭酸カルシ
ウムに変わり固まってしまうので、まいたらすばやく
土とよく混ぜる。苦土石灰よりは水にやや溶け、強
アルカリ性を示すので酸性土壌の改良に向く

〈メリット〉
消石灰は苦土石灰よりも強アルカリ
性のため、少量で酸性土壌の改良効
果は石灰肥料の中で最強。強アルカ
リ性のため、ウイルスへの殺菌効果
はあるが、普通の病害虫へは農薬を
散布するほうが効果がある

〈デメリット〉
石灰は土を硬くするといわれるが、
有機物を補えば問題はない。使いす
ぎると土がアルカリ化し、マンガン
やホウ素の欠乏を引き起こすことが
ある。強アルカリ性のため、目や皮
膚に強い刺激がある

石灰はアルカリ分が多いほど土の酸性を強く
矯正するが、根焼けなどの障害も起きやすい。
タネ播きや作付けまでの時間は石灰のアルカ
リ分によって決まる

消石灰はすばやく土と混ぜる

長く放置しない
でください

消石灰 主成分
水酸化カルシウム
Ca（OH）2
強アルカリ性（pH13）

放置は×
消石灰

苦土石灰、有機石灰はすぐ作付けできる

土のpHを
上げる力は

ゆるやかな
ので

すぐ作付け
できます

主成分
炭酸カルシウム
CaCO3
炭酸マグネシウム
MgCO3
アルカリ性（pH9）

主成分
炭酸カルシウム
CaCO3
アルカリ性（pH9）

※�有機酸や炭酸を含
む水に溶けて徐々
に肥効を発揮する

苦土石灰 有機石灰
（カキガラ石灰）

名前は違うけど、
どっちも主な成分は
炭酸カルシウムなんだな

〈苦土石灰〉
苦土石灰はカルシウムの次に重要な成分のマグネ
シウムも同時補給できる点で消石灰より優れてい
る。短時間で定植やタネ播きができる点も有利。
炭酸分が含まれているぶん、同じ重量中のカルシ
ウムが少ないので酸度調整のためには消石灰の倍
くらいの量を施肥する必要がある

〈有機石灰〉
有機石灰は原料が牡蠣などの貝殻なので、もとも
と海水中にあった、ホウ素、マンガン、鉄、亜鉛
など主要な微量要素がほとんど含まれている。ま
た、不純物が多く粒が大きいのでじっくり長く溶
けて反応も穏やかなため、施肥して時間を置かず
タネ播きや定植ができる。苦土石灰より高価で、
酸度矯正には消石灰の倍くらいの施肥が必要

やってはいけない石灰の使い方

石灰と堆肥の同時散布はしない 石灰不要の作物、必要な作物

7～10日 7日

石灰

堆肥散布 石灰散布
タネ播き・
作付け

石灰と堆肥を同時に散布すると、堆肥中のチッソが
アンモニアガスとなって逃げてしまう。葉にガス障
害も起こる。硫安などのチッソ肥料でも同じなので、
同時に施さないことが基本だが、石灰の白さが見え
なくなるくらいに耕してから肥料を施すと、土がバリ
アとなりチッソのガス化が起きにくくなる

サツマイモ、ジャガイモやスイカ、ダイコンは酸性
に強いので石灰は必要ない。特にジャガイモはpH
が高くなるほどそうか病が発生しやすくなる。水田
裏作や前作がない畑は少し石灰を入れる

石灰

酸性を好むもの

サツマイモ

ジャガイモ
スイカ

ダイコン

石灰

酸性を嫌うもの

ホウレンソウ アスパラガス タマネギ

直前散布
でOK

これって石灰を
やれってこと
かな？
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（2）発芽に必要なのは温度・水・空気
発芽の三要素は温度・水・空気

おかしいな

ちっとも芽が出ない
肥料が足りないのかな？

フカフカの土にして、
頑張って

早く播いたのに

発芽に必要なのは肥料ではありません。
温度と水と空気です

それらで一番大事なのは水。フカフカの
土は空気がありますが乾きやすいです

他の条件が揃っても温度が足りないと
発芽しません

※�特定の野菜では光の影響も受けます。光が発
芽を促進するものはセロリ、レタス、シソなど。
光が発芽を抑制するものはウリ科、特にカボ
チャ、スイカなどやダイコンなど

タネが悪いのかしら

水（湿度）の変化で覚醒スイッチＯＮ タネに水を浸けるときは酸欠に注意

水

乾くと発芽
できなくなる

水分が途絶えなければ
発芽までこぎつける

仮死状態のタネが目覚めて細胞分裂を始めるた
めには水が絶対的に必要。水分（湿度）の変化
で覚醒のスイッチが入る。しかしスイッチが入っ
たあとに湿度が大きく変動するとタネは芽を出し
てよいか、だめなのか迷ってしまう。発芽のため
には一気にそして平均的に途絶えることなく水分
がほしい

水に浸けるとよく芽が出るからと、必ず水に浸け
てからタネ播きする人がいるが、タネにとっては酸
素が遮断されることが大きなストレスになる。水に
浸けるのは、長くても半日ぐらいにとどめる。また、
酸素を多く含んだ流水にさらして処理することも有
効

土かぶせはタネの倍の厚さまで 「気温」ではなく「地温」

覆土はタネの
倍の厚さ

覆土が厚いと
タネの窒息と
発芽不良のもと

あまり厚い覆土は、発芽するときにタネが土を持
ち上げられない。また、水分を含んだ土は通気
性が悪く、タネが呼吸できず酸欠になる。覆土は、
タネの倍ぐらいの土の量にする

あったかいん
だけどなー

トンネル

意外にも
まだ低い…

春野菜で特に問題となる。「ビニール被覆したのに芽
が出ない！」と思ったときは、原因は「気温」では
なく「地温」にある。昼は暖かいトンネル内の空気
も、夜間になるとトンネルの外の温度と同じくらいに
下がってしまう。有機物の踏み込みや加熱温床を使
わない場合は、むやみな早播きはしてはいけない

夏野菜は温度、秋冬野菜は水に注意

タネ

水筒

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

夏野菜は遅播きがコツ 秋冬野菜は水を途絶えさせないことが重要
ピーマンやカボチャなどの夏野菜は、やや遅く植え
たほうが積算温度を確保しやすく、生育も早い。遅
播きするほうが平均気温が高いので、発芽不良や
生育不順といった失敗を回避しやすい。極端な遅
播きは開花期と梅雨が重なるので注意

ダイコンやカブなどのアブラナ科、ニンジンの発芽
不良の原因はほとんどが水分不足による「乾燥」。水
は量ではなく、途絶えさせないことが重要で、わず
かでもタネのまわりの水分が途切れると、始まった
はずの細胞分裂が続かずにタネが死ぬ

重いよー

温度計

さ、酸欠……
酸素たっぷりで
お願いします

気温で判断
してはいけない

地温で判断する

春播き4カ月 秋播き3カ月

生育適温期間 生育適温期間

夏野菜は
温度（地温）

秋野菜は
水分



ニンジン
◦	ニンジン播くときは肥料
をやるな

◦	生育前半は水不足に注意
しろ 

◦	生育後半は多湿に注意し
ろ

根菜類

科 セリ科 原産地 中央アジア（東洋系）、
アジア、トルコ（西洋系）

播き方 直播き 根 直根

葉 細かく切れ込んでいる
花芽分化スイッチ ある程度の大きさで低温

（グリーンプラントバーナリ）トウ立ちスイッチ 高温長日

　夏播き　ニンジンは7～8月がベストシーズンです。ニンジンはタネ播き後
100日、110、120日くらいで収穫期に達します。前者から、早生系、中生系、
晩生系と呼びますが、いずれもこの夏播きではトウ立ちが問題になることはあ
りません。早晩性によって次の品種があります。
　早生系：「向陽二号」（タキイ）
　中生系：「スーパー黒田五寸EX」
　晩生系：黒田五寸

　春播き　春播きは11～２月播きをひとくくりにするのが品種の分類上では一
般的です。秋播きと違い必ずトウ立ちが問題になります。ニンジンはグリーン
プラントバーナリ型で苗がある一定の大きさのとき低温にあたると花芽分化を
します。シードバーナリ型のダイコンはタネ播き直後から低温（10℃以下）の
影響を受けますが、ニンジンには少し猶予があります。次の葉数以下で冬越し
させましょう。
　時無し系：「US春蒔五寸」（ウエキ）本葉10枚まで
　　　　　「いなり五寸」（タキイ）本葉10枚以下
　夏春兼用系：「向陽二号」本葉6～9枚まで
　黒田系：「スーパー黒田五寸EX」本葉5枚まで
　金時系：「京くれない」（タキイ）本葉5枚以下

　時無し系は露地で11月より3月播きができますがトウ立ちする場合もあり不
安定です。
　しかし、トンネルをするとダイコンと同じようにトウ立ちが防げます。10℃
以下の低温になっても昼間に20℃が確保できれば花芽が消えるのです。1～2
月の低温期の花芽分化をなくせるので向陽二号などはトンネルを前提に11～3
月播きができるのです。

ニンジンの品種選びカコミ
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【特性】
　ニンジンは東洋系が中央アジア、西洋系が
トルコが原産で、現在使われている品種はこ
れらの交雑種です。原産地や葉の形からして
もともと乾燥地帯で育てられていたことは明白
です。ダイコンがアブラナ科なのに対し、ニン
ジンはセリ科です。ダイコンはアオムシやコナ
ガなどが問題になりますが、ニンジンには見向
きもしません。逆にアゲハはニンジンが好きで
すが、ダイコンには見向きもしません。
　ダイコンが2カ月で収穫期に達するのに比
べ、ニンジンは倍の4カ月を要します。前半は
ゆっくり太るので、元肥が多すぎると根割れに
つながります。逆に元肥だけで安心している
と、肥料が切れた2カ月目くらいから急激に肥
大生長するので、色づきが悪くなったりして品
質が極端に悪くなります。つまり、肥料は後で
施す追肥が重要となるわけです。
　ダイコンが発芽後すぐから低温を感じる
シードバーナリ型であるのに対して、ニンジ
ンはある程度大きくなってから低温を感じる
グリーンプラントバーナリ型に属します。ニ
ンジンは株が小さい間は花芽分化する低温セ

ンサーが働かないので、冬でも播けます。し
かし葉の数が10枚くらいのときに低温（15℃以
下）にあたると、低温センサーが感知して肥
大が止まり、花が咲きます。
　夏播き（6～ 8月）は、低温期になる前に生
長が完了するので、播きどきに融通が利きま
す。また、あまり遅播きしなければ色づきもよ
く、多くの品種が適応して最もつくりやすい時
期です。冬春播き（11～ 2月）はトウ立ちしや
すく、品種が限定されます。被覆も必要です。
　ニンジンは同じ畑につくっても平気だとよくい
われます。連作障害はあまり問題となりません。
【タネ播き】
　ニンジンは発芽日数が長く、タネも水となじ
みにくい形をしており、発芽しにくい野菜の代
表です。どんな天気でもニンジンを発芽させ
ることができれば一人前といわれます。発芽
できればニンジンづくりの半分は成功です。
　発芽の三要素は水・温度・空気ですが、ニン
ジンは光も関係します。肥料や石灰は発芽に
まったく関係しません。15～ 20℃くらいの適
温（地温）では8～ 10日で発芽します。冬場は
3週間近くかかるときもあります。この間、水
分を切らせばタネが死んでしまうので、少なく

てもいいから水分を持続させることが最重要
です。ニンジンを播くときに足で踏むと、地下
の水分が毛管現象によってタネの近くまでポ
ンプアップされます。発芽に必要な最低限の
水分が維持できる裏ワザです。
　また、光は当たったほうがよく芽が出ます。
タネが乾燥するのもよくないのでタネが見える
くらいの覆土が適当です。
【栽培】
　ニンジンは排水性と保水性がよいとどんな
土地でも結構うまくできます。生育適温は平
均気温15～ 23℃で、春や秋のおだやかな気候
での栽培が最適ですが、かなりの低温にも耐
え、高温にも比較的強い性質を持っています。

　ニンジン栽培に関する質問で発芽の次に多
いのが発色不良の問題です。ニンジンの栄養
生長は2段階で行なわれ、前半はやや水分が
多い状態で縦の生長を、後半はやや乾燥状態
で横の生長へと変化します。よってニンジン
の長さが出ないのは発芽後1～ 2カ月の水分
不足が原因ですが、発色不良は次の2点が原
因と考えられます。
　⑴カロテンがよく生成されるやや乾燥状態
がキープされず、土壌水分が多すぎる
　⑵直径を増しながら重量を増やしていける
だけの養分が十分に吸収できておらず、スト
レスを受けている
　ニンジンは葉がもともと細かく切れ込んで



ニンジンの栽培暦

❶ ウネ作り、タネ播き

❸ 土寄せ

❷ 間引き

※夏播きで黒田系の中生は6月中旬から、早生は7月中旬から播ける

タネ播き 収穫

夏播き

トンネル
秋播き

冬播きトンネル

1月 2月 3月 4月 5月 6月 8月7月 9月 10月 11月 12月
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◦タネはスジにやや多めに播く。
◦土はタネが見えるくらいに薄くかけよく押
さえる。

◦首部の裂皮を防ぎ、色上がりをよ
くするために、肥大に伴って土寄
せする。

◦黒田五寸EXや向陽二号はもとも
と吸込み型で、この作業を省略で
きる。

◦黒ボク土では本葉3枚、6枚の頃の計2回
間引く。

◦赤土では本葉1枚、3枚、6枚の頃の計3
回間引く。

◦追肥は本葉6枚の間引き時に、一緒に施
すとちょうどよい。

20cm

70cm

【1m2あたり】
完熟堆肥　1 ～ 2kg
苦土石灰　200g
 黒ボク土 赤土
元肥 （10：15：10） （過リン酸石灰）
 100g 50gまたは
   根菜用肥料
   （リン酸、カリ主体）
   50 ～ 100g
ウネ幅　70cm
条間　20cm

20cm

【1m2あたり】
 黒ボク土 赤土
追肥 （10：10：10） （10：10：10）
 40 ～ 50g 25 ～ 30g

最終株間
8cm以上

間引き菜も利用するとよい

おり、それほど降水量が多くない大陸内陸部
で進化しました。つまり生育の大半はやや乾
燥状態で過ごすことが、本来の種の宿命であ
るということです。
　ダイコンは前半はやや乾燥で後半たっぷり
水分が必要ですが、ニンジンはまったく逆で
前半は水分が必要で後半はやや乾燥させたほ
うがいいので気をつけましょう。
　ニンジンはダイコンと比べゆっくり太るので
早く生長させたいときは最終的に8cm以上の
株間に広げます。しかし家庭菜園には間引き
ながら長期間収穫することが適し、最終的に
約8cmに間引くようにするとよいでしょう。

栽培
　佐世保では「ニンジン播くときに肥料はやる
な」「指1本、2本、3本と3回間引き、そのとき
に追肥しろ」ということわざがあります！
【タネ播き準備】
　ウネ幅70cmに2条でスジ播きします（❶）。
　ニンジンは酸性土壌を嫌うので石灰を200g/
m2施して中和します。有機質を好み、生育後
半は特に肥料分を多く必要としますが、前半
は元肥の特にチッソ分量が多すぎると、根割
れの原因となるので注意が必要です。他の根
菜類と同じで、可能な限り日数を経た完熟堆
肥か、完熟か怪しい場合は一作前に堆肥を与
え直前の混入は避けて施します。保肥力のあ
る土壌では、緩効性の元肥主体とし、不足分
を追肥で補うようにします（割合は元肥2/3、
追肥1/3くらい）。一方、赤土など保肥力の弱
い土壌では元肥はチッソを控え、追肥主体の
肥料設計をするほうがよい結果が出ます。成
分量（合計で）で各10～ 15g/m2程度が目安で
す。リン酸はチッソやカリより多めのほうがよ
いので、10：15：10程度の化成配合肥料がよい
です。なければ過リン酸石灰などを50g/m2程
度を元肥として施し全層混和しておきます。

【タネ播き】
　ニンジンは葉10枚くらいで低温に当たると
トウ立ちするグリーンプラントバーナリ型を示
すので、トウ立ちしやすい晩秋～早春に播く場
合には、晩抽系のトウ立ちしにくい品種を選び
ます。代表的な品種は「向陽二号」「いなり五寸」
などです（カコミ参照）。トウ立ちの心配の少な
い盛夏期に播くときも、生育日数がダイコンな
どの倍（約4カ月）かかることを考慮し、8月下
旬～9月上旬までに終えます。
　一般に発芽率が他の作物に比べて低いので、
タネをややたくさん播くようにします。ニンジ
ンは好光性を示すので、多めの覆土は避けた
ほうがよく、発芽日数が長いので、その間乾燥
しないように注意します。タネを播く前に十分
かん水するか降雨を待ち、播き溝の下に十分な
水分がある状態で、2条でスジ播きします。そ
の後タネが見えるくらいの薄い覆土もしくは覆
土をせず、足もしくは鍬などを使って十分押さ
えつけます。その後、乾燥を防ぐ目的でモミガ
ラ、切りワラなどの軽い被覆を行ないます。
【手入れ】
　発芽後混み合っているところを数回に分け
て順次間引き、最終株間を8～ 12cmにします
（❷）。家庭菜園では最終株間5cm程度に間引
いて、3月頃までかけて順次抜き取り収穫しな
がら株間を広げていくと長期収穫できます。
　追肥は条間もしくは通路に中耕や土寄せを
兼ねて施します（❸）。先に述べたとおり、裂
根防止や品質向上のために、土質によって施
肥方法は変えたほうがよいと思います。
　播いてから約50～ 60日（本葉6～ 7枚）で
根の下への伸長が止まり次は横の肥大に移り
ます。これ以降はやや乾燥気味のほうが赤色
がよく出ます。追肥や中耕などは避けるように
します。
【収穫】
　五寸系で播いてから100～ 120日で収穫とな
り、太いものから順次間引くように収穫します。


